
校長だより 第３号 １月（新年号） 

 

灯明寺中学校の保護者の皆様へ 

 

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

今年度は、保護者の皆様の体育祭や文化祭への参加が増え、生徒のやりがいを高めて

いただきました。また、修学旅行をはじめとした学校行事の成功や PTA と連携した通

学指導や体育祭のテント片付け、資源回収等、家庭や地域との強い連携を図るなかで、

コロナ禍の昨年、一昨年とくらべて学校の勢いが増しております。本当にありがたいと

思っています。 

さて、１月になりました。各学年とも締めくくりの段階に入ります。子どもたちは、

この節目のなかで「今年こそは」と、新しい年の夢を描いたり目標を立てたりしている

と思います。それぞれの学年や立場に応じた夢や目標の設定は、その後の成長に重要な

役割を果たします。 

３年生はあとわずかで卒業です。残された中学校生活の締めくくり方が重要です。締

めくくりがよければ新たな進路先での活動も充実したものになります。２年生は３年生

に代わって最高学年としての動きが求められます。学校の顔として気概を持つとともに、

進路選択を現実のものにしていかなければいけません。３月には立志式を予定している

ので、それを良い機会にして、夢や目標についてしっかり考えてくれることを期待して

います。１年生はもうすぐ「先輩」と呼ばれるようになります。学校をリードする意識

を高めるとともに、そろそろ自分の将来を見極めていかなければなりません。 

テレビや新聞等でも、各界で活躍している人が子どもの時に夢や目標を持っていて、

それに向かって努力したということが紹介されています。そういう人は、時にはあきら

めたり方向転換したりしても、その時々に新たな夢や目標を設定しています。夢や目標

に向かって努力し続ける姿勢が、その人を成長させ、確固たる成果を生み出していきま

す。 

今年は、各家庭で夢や希望についての会話を今まで以上に心がけていただけないでし

ょうか。目的意識を高く持った子どもほど確かな成長をするからです。子どもの着実な

成長は、何気ない日々の努力の積み重ねによって成し遂げられるものです。 

今年１年、灯明寺中学校のすべての子どもたちが、あらゆる面でより一層成長してく

れることを期待しています。また、学校でも子どもたちの成長のために全職員でバック

アップしていきますので、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。 

 

                      灯明寺中学校 校長 野路 佳男 


